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地
方
自
治
体
の
広
報
誌
や
地
域
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
、ホ
テ
ル
や
ゴ
ル
フ
場
の
施

設
案
内
、料
理
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
日
本
語

の
印
刷
物
が
あ
れ
ば
、そ
れ
を
多
言
語

対
応
の
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
と
し
て
配
信

で
き
る
画
期
的
な
ツ
ー
ル
、そ
れ
が
モ

リ
サ
ワ
の
「
Ｍ
Ｃ
Ｃ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ
ｇ+

（
エ

ム
シ
ー
カ
タ
ロ
グ 

プ
ラ
ス
）」だ
。

　

日
本
語
印
刷
物
を
制
作
し
た
際
の

デ
ー
タ
（
主
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
）
さ
え

用
意
す
れ
ば
、
同
社
の
専
用
ソ
フ
ト
で

そ
の
中
の
文
字
情
報
を
抽
出
し
、
自
動

翻
訳
エ
ン
ジ
ン
と
連
携
さ
せ
て
指
定
の

外
国
語
に
翻
訳
す
る
。
出
来
上
が
っ
た

　

実
際
に
日
本
語
の
印
刷
物
を
ベ
ー
ス

に
英
語
版
、韓
国
語
版
、簡
体
字
中
国
語

版
、
繁
体
字
中
国
語
版
の
４
種
類
を
印

刷
し
た
場
合
と
、「
Ｍ
Ｃ
Ｃ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ
ｇ

＋
」を
導
入
し
た
場
合
と
の
コ
ス
ト
を
比

較
し
た
の
が
図
表
②
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ス
ト
が
発
生
す
る
印
刷
物
に
比
べ
、

「
Ｍ
Ｃ
Ｃ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ
ｇ
＋
」は
年
間
48
万

円
の
定
額
な
の
で
、
複
数
の
印
刷
物
を

多
言
語
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
高
ま
る
。

 

「
管
理
画
面
上
で
、
実
際
に
ど
の
ペ
ー

ジ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
が
最
も
読
ま
れ
た
の

か
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

後
、
本
格
的
な
訪
日
外
国
人
向
け
コ
ン

テ
ン
ツ
を
制
作
す
る
際
に
そ
の
情
報
を

生
か
せ
ば
、
効
率
的
に
外
国
人
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
印
刷
物
を
つ
く
る
こ
と
も

で
き
ま
す
」（
堤
俊
二
氏
）

　

同
社
は
い
ま
か
ら
90
年
以
上
前
に

紙
の
印
刷
物
を
制
作
す
る
写
真
植
字
機

を
発
明
し
た
。
現
在
は
デ
ジ
タ
ル
書
体

（
フ
ォ
ン
ト
）の
開
発
や
販
売
な
ど
が
業

務
の
中
心
だ
が
、
創
業
以
来
、
常
に
情

報
発
信
に
関
す
る
技
術
や
商
品
、サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
。
デ
ジ
タ
ル

ブ
ッ
ク
事
業
に
は
６
年
前
か
ら
進
出
し
、

ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
見
や
す
い
フ
ォ
ン
ト
な

ど
も
開
発
、
現
在
で
は
約
１
８
０
誌
の

デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
が
同
社
の
ツ
ー
ル
を

使
っ
て
配
信
さ
れ
て
い
る
。

　

堤
氏
は
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
準
拠
し
た
見
や
す
い
フ
ォ
ン
ト
や
美

し
く
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
組
版
、デ
ジ
タ

ル
配
信
と
い
っ
た
当
社
の
技
術
に
、自

動
翻
訳
の
世
界
で
多
く
の
実
績
を
持
つ

高
電
社
の
『
翻
訳
ク
ラ
ウ
ド
』
を
融
合

さ
せ
る
こ
と
で
、『
Ｍ
Ｃ
Ｃ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ

ｇ
＋
』
は
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当

社
に
し
か
で
き
な
い
ツ
ー
ル
と
自
負
し

ま
す
」と
話
す
。

　

多
言
語
対
応
の
音
声
読
み
上
げ
機
能

な
ど
も
新
た
に
装
備
さ
れ
、ま
す
ま
す

利
便
性
が
向
上
し
て
い
る
。
今
後
は
さ

ら
な
る
言
語
拡
張
も
予
定
し
て
い
る
と

い
う
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

「
Ｍ
Ｃ
Ｃ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ
ｇ
＋
」を
利
用
す
る

の
は
賢
明
な
判
断
と
い
え
そ
う
だ
。

デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
専
用
の
閲

覧
ア
プ
リ
で
開
き
、
日
本
語
の
テ
キ
ス

ト
部
分
を
タ
ッ
プ
す
れ
ば
、翻
訳
さ
れ

た
言
語
が
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
で
表
示

さ
れ
る
仕
組
み
だ
。
自
動
翻
訳
は
英
語
、

韓
国
語
、
簡
体
字
中
国
語
、
繁
体
字
中

国
語
の
４
言
語
に
対
応
し
て
い
る
。
同

社
の
小
野
大
輔
氏
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
向
け
た
情
報
発
信
に
こ
れ
か
ら
取

り
組
む
自
治
体
や
観
光
施
設
、ホ
テ
ル

や
店
舗
に
こ
そ
『
Ｍ
Ｃ 

Ｃ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ
ｇ

＋
』の
活
躍
の
場
が
あ
り
ま
す
」と
話
す
。

　

す
で
に
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
顧
客

の
大
半
を
占
め
て
い
れ
ば
、
外
国
語
に

対
応
し
た
印
刷
物
な
ど
が
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、顧
客
の
中
心
は
日
本
人
だ
が
、

折
か
ら
の
訪
日
ブ
ー
ム
で
外
国
人
観

光
客
が
急
激
に
増
え
て
き
た
と
い
う
場

合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
情
報
発
信
が
必

要
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
応
が
後

手
に
回
っ
て
い
る
自
治
体
や
店
舗
は
多

い
は
ず
だ
。
と
は
い
え
、
多
言
語
に
対

応
し
た
印
刷
物
を
新
規
で
作
る
と
す
れ

ば
、そ
の
言
語
ご
と
に
翻
訳
や
レ
イ
ア

ウ
ト
、
印
刷
の
費
用
が
か
か
る
。
在
庫

を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
ス
ペ
ー
ス
も
必

要
に
な
る
し
、情
報
が
陳
腐
化
す
れ
ば
、

改
訂
版
を
つ
く
る
必
要
も
あ
る
。
そ
れ

だ
け
の
コ
ス
ト
を
掛
け
て
制
作
し
て
も
、

実
際
に
読
ん
で
も
ら
い
、
集
客
に
つ
な

が
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

一
方
、「
Ｍ
Ｃ
Ｃ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ
ｇ
＋
」
な

ら
日
本
語
で
作
ら
れ
た
印
刷
物
さ
え
あ

れ
ば
事
足
り
る
。
自
動
翻
訳
な
の
で
翻

訳
コ
ス
ト
は
か
か
ら
ず
、デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ

ク
な
の
で
印
刷
費
も
不
要
だ
。
修
正
作

業
な
ど
も
必
要
に
応
じ
て
行
え
る
。「『
Ｍ

Ｃ
Ｃ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｏ
ｇ
＋
』
導
入
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
制
作
コ
ス
ト
を
安
く
抑
え

ら
れ
る
」点
に
あ
り
ま
す
」と
小
野
氏
は

力
を
込
め
る
（
図
表
①
）。

複
数
媒
体
の
多
言
語
化
で

コ
ス
ト
効
率
は
さ
ら
に
向
上

読
み
や
す
さ
を
追
求
し
た
書
体

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
に
最
適

株式会社モリサワ

日
本
語
情
報
を
自
動
翻
訳
し

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
で
表
示

インバウンドの注目事例

日
本
語
の
印
刷
物
を
手
軽
に
多
言
語
化

デ
ジ
タ
ル
配
信
で
制
作
コ
ス
ト
を
削
減

海
外
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
て
い
る
け
れ
ど
、多
言
語
に
対
応
し
た
情
報
発
信
が
間
に
合
っ
て
い
な
い
―
―
。
そ
ん
な

悩
み
を
持
つ
自
治
体
や
企
業
、ホ
テ
ル
な
ど
に
朗
報
だ
。
既
存
の
日
本
語
の
印
刷
物
を
ベ
ー
ス
に
、コ
ス
ト
を
掛
け
ず

デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
で
多
言
語
配
信
で
き
る
ツ
ー
ル
が
誕
生
し
た
。
開
発
し
た
モ
リ
サ
ワ
の
担
当
者
に
話
を
聞
い
た
。

株式会社モリサワ
〒162-0822
東京都新宿区下宮比町2-27
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株式会社モリサワ
コンテンツプロモーション課 課長

堤 俊二氏（右）

コンテンツプロモーション課 係長
小野大輔氏（左）

活用事例紹介 大阪市浪速区
浪速区を、大阪を、そして日本を本当に好きになってもらいたい。
大阪市のほぼ中央に位置する浪速区は、通天閣のある新世界やポップカル
チャーで盛り上がる日本橋でんでんタウンなど、魅力的な観光スポットが数多
くある。同区は2015年2月に発行された「浪速区観光ガイドブック」を「MC 
Catalog+」を利用し、多言語配信している。「MCCatalog+」利用の経緯な
どについて玉置賢司区長と市民協働課武内真一郎担当係長に話を聞いた。

　浪速区は関西空港からのアクセスが良いので訪日観光客に来ていただき
やすいエリアにもかかわらず、これまで彼らに向けた情報発信が不十分でした。
大阪に来る訪日観光客の5割は東アジアの方なので、情報発信するには英語
だけでなく中国語や韓国語への対応も必要です。その点、「MCCatalog+」は
日本語版のデータをそのまま使って多言語化と電子配信が同時にできるので、
限られた予算の中でメリットがとても大きいと思います。専用のアプリを使っ
てスマートフォンで閲覧できるというのも魅力です。フットワークの軽い個人
旅行者はスマートフォンで情報収集します。彼らにしっかりと魅力を伝えるこ

とは、大阪のファンになってもらい二度
三度来てもらう上で大切な取り組みと考
えます。「MCCatalog+」を活用し多言
語で観光情報の発信することで大阪の文
化を啓発し、浪速区を、大阪を、そして日
本を本当に好きになってもらいたいと思
います。
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【図表②】「MCCatalog+」導入6カ月後のコスト比較

【図表①】「MCCatalog+」が活躍できる領域

※配布コストは含まず。 出所：モリサワ

システム開発による
独自サービスなど

各国語
レイアウトの
印刷物

潜在的なニーズ数（想定値）

構
築
コ
ス
ト
（
翻
訳
・
制
作
な
ど
）


